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諮  問  書 

 

 

下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和 25 年法律第 303 号）第 23 条の２

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。 

 

 

記 

 

グリコール酸及びこれを含有する製剤（ただし、グリコール酸３.６％以下を含有

するものを除く。）の毒物及び劇物取締法に基づく劇物の指定について 
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グリコール酸及びこれを含有する製剤（ただし、グリコール酸３.６％以下を含有す

るものを除く。）の毒物及び劇物取締法に基づく劇物の指定について 

 

 

 

C2H4O3 / HOCH2COOH 

                  CAS No.：79-14-1 

 

 

名称  （英語名） Glycolic acid、Hydroxyacetic acid、α-Hydroxyacetic acid、 

Hydroxyethanoic acid 

   （日本名）  グリコール酸、ヒドロキシ酢酸、α－ヒドロキシ酸 

 

経緯 

上記化学物質は、現在、毒物及び劇物指定はなされていないが、ＧＨＳで皮膚腐食性／刺激性

が区分１Ｂ、眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性が区分１に分類され、危険物輸送に関する国連

勧告で腐食性物質に分類されており、急性毒性及び刺激性に関する有害性情報収集を実施したと

ころ、別添の結果が得られた。また、事業者より、3.6％製剤の毒性データが提出され、当該製剤

が、劇性を持たないものであることが判明したことを受け、製剤除外も併せて、指定するもので

ある。 

 

用途 

皮膚・毛・爪のケア製品（化粧品）、洗浄剤、塗料剥離剤、繊維加工仕上げ剤、pH 調整剤、有

機化学合成の出発物質として使用。 

 

物理的化学的性質 

別紙１を参照 

 

毒性 

別紙２を参照 

 

事務局案 

グリコール酸及びこれを含有する製剤（ただし、グリコール酸３.６％以下を含有するものを除

く。）については、「劇物」に指定することが適当である。 
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【別添１】 

 

物理的化学的性質（原体） 

項目  

名称 （英語名） Glycolic acid 

（日本名） グリコール酸 

CAS 番号 79-14-1 

化学式 C2H4O3 / HOCH2COOH 

分子量 76.05 

物理化学的性状 

外観 

沸点 

融点 

相対蒸気密度 

密度 

蒸気圧 

溶解性 

 

無色の吸湿性結晶 

100℃で分解 

80℃ 

2.6（空気＝1） 

1.49 g/cm3 (25℃) 

0.02 mmHg = 2.67 Pa（25℃、外挿） 

水に非常によく溶ける（1,000g/L、25℃（推定））。 

オクタノール / 水 分配係数 (log P)：－1.11 

メタノール、エタノール、アセトン、酢酸、エーテルに可溶。 

引火性及び発火性 － 

安定性・反応性 強酸化剤、シアン化物、硫化物と反応。 

アルミニウム、亜鉛、スズと激しく反応。 

換算係数 1 mg/m3 (1 ppm) = 3.2 mg/m3 (3.2 μg/L) [1 気圧 20℃] 

国連(UN)番号 

国連危険物輸送分類 

EC/Annex I 及び Ⅳ 

Index 番号 

EU CLP/GHS 分類 

3261 (Corrosive solid, Acidic, Organic, N.O.S.) 

Class 8 (腐食性物質)、Packing group (容器等級) II 

201-180-5 (EINECS) (未収載) 

 

未収載 
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【別添２】 

 

毒性（原体） 

試験の種類 供試動物 試験結果 文献 

急性経口毒性 ラット 

 

LD50：1,938 mg/kg 1 

急性経皮毒性  

 

知見なし － 

急性吸入毒性 

（ミスト） 

ラット LC50：3.6 mg/L/4hr 2 

刺激性 ウサギ 皮膚腐食性：あり 

 

3,4,5 

 

ウサギ 眼刺激性：重篤な損傷 6,7 
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毒性（原体） 

試験の種類 供試動物 試験結果    備考 

急性経皮毒性 ラット 

 

LD50：＞1,000 mg/kg    OECD402 

 GLP 準拠 

 

毒性（3.6%製剤） 

試験の種類 供試動物 試験結果    備考 

急性経皮毒性 ラット 

 

LD50：＞10,000 mg/kg    OECD402 

 GLP 準拠 

刺激性 ウサギ 皮膚腐食性：なし 

 

   OECD404 

  GLP 準拠 

ウサギ 眼刺激性：軽度    OECD405 

  GLP 準拠 

 

毒性（10％製剤） 

試験の種類 供試動物 試験結果    備考 

刺激性 ウサギ 

 

 

ウサギ 

 

ウサギ 

 

ウサギ 

皮膚腐食性： 

10、30、40%（pH3.5） 

・軽度～中等度の刺激性 

15、25、50%（pH4.5） 

・無刺激性 

70%（pH7.0） 

・軽度の刺激性 

70% 

・腐食性あり。 

 

   OECD404 

  GLP 準拠 

ウサギ 眼刺激性：なし    OECD405 

  GLP 準拠 

 

 


